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b)

4.1

4.1

case (TP.m) (TP.m)
 Z

(TP.m)
Z

(m) (m)
5/29 15:20 0.110 0.090 4.113 --- --- ---

5/29 15:28 0.150 0.130 4.086 --- --- ---

5/29 15:37 0.200 0.190 4.118 --- --- ---

5/29 15:45 0.240 0.230 4.362 --- --- ---

6/8 13:35 2.550 0.240 4.113 0.000 0.010 OK

6/8 13:43 2.560 0.230 4.090 0.004 0.010 OK

6/8 14:11 2.580 0.110 4.117 -0.001 0.010 OK

6/8 14:26 2.590 0.070 4.362 0.000 0.010 OK

6/12 10:34 3.590 -0.650 4.112 -0.001 0.010 OK

6/12 10:43 3.590 -0.660 4.085 -0.001 0.010 OK

6/12 10:57 3.590 -0.630 4.115 -0.003 0.010 OK

6/12 11:15 3.580 -0.590 4.360 -0.002 0.010 OK

6/14 11:10 1.210 -0.890 4.112 -0.001 0.010 OK

6/14 11:25 1.200 -0.870 4.086 0.000 0.010 OK

6/14 11:27 1.200 -0.880 4.119 0.001 0.010 OK

6/14 11:13 1.210 -0.870 4.361 -0.001 0.010 OK

TP+2.8m

TP+3.6m

TP+1.0m

c)

��
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4.1.2.
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��

�� ( 4.2)

��

��

��

��

(a) (b)TP+2.8m (e)TP+3.6m (g)TP+1.0m 4

 ( )
1
1

��

TP+2.8m 1

TP+3.6m 1

TP+1.0m 1

��

��

��

b)

c)

��
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b)

4.5 4.6
4.2

4.2
 (mg/�)

(m) ( S/cm)

0.5 174 13 9.6

1.0 172 13 9.5
6 11

11:00
TP+2.8m

1.5 172 13

0.5 171 13

1.0 172 13
6 11

16:00
TP+3.2m

1.5 171 13

0.5 175 14

1.0 175 14
6 11

19:00
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1.5 174 13

0.5 185 17 10.6
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6 12
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4.3. 

a)

観測箇所は，表 4.4および図 4.7に示すとおり左岸 14ヶ所，右岸 6ヶ所，計 20ヶ所と
した。

観測箇所の選定理由は次のとおりである。

��観測箇所は，既往の調査結果と比較できるよう，既設の地下水調査箇所の中から選

定した。

��観測範囲は，今後，影響の程度を解析的に調査する場合の境界条件となり得るよう

に，湛水の影響を受けないと想定される範囲までを含めるものとした。

��地形上，右岸側(北側)に比べ左岸側(南側)のほうが地盤高が低く，地下水はこの地表
面勾配に従って北から南方向に流れる傾向にあると考えられる。

このため，湛水による影響を受けやすいのは左岸側(南側)と考えられ，右岸側に比
べ左岸側の観測範囲を広くとった。

表 4.4 地下水観測箇所
観測項目

区分 No. 名 称
水位 電気伝導度

No.2 新田地区 ○

No.4 船渡地区② ○ ○

No.8 松島の森遊園 ○

No.9 加納浄水場 ○

No.10 加 納 ○

No.11 四箇郷北小学校 ○ ○

No.12 四箇郷小学校 ○

No.13 有 本 ○ ○

No.14 栗林遊園 ○

No.15 紀の川中学校 ○

No.16 県 道 ○ ○

No.17 管理棟 ○ ○

No.22 高水敷・堰軸 ○ ○

左

岸

No.25 高水敷・上流側 ○ ○

No.51 園部 1 ○ ○

No.52 園部 2 ○ ○

No.53 園部 3 ○ ○

No.54 市立和歌山商業 ○ ○

No.55 有功小学校 ○ ○

右

岸

No.56 六十谷第二浄水場 ○
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No.13( ) No.11( )

No.15( )
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b)

(1)
4.5

4.6
(2)

No.13( ) No.51( ) 2

No.2( ) No.16( ) No.17( )

15

4.7
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表 4.5 地下水観測井の諸元
観測井の諸元

左右岸 No. 観測所名 場所 敷地管理者
または連絡者 口径

(mm)
管頭高
(TP.m)

地盤高
(TP.m)

深度
(m)

ストレーナ深度
(m)

水位計 備考

2 新田地区 和歌山市有本 民地 水道 － 水道のため採水のみ実施

4 船渡地区② 和歌山市有本 民地 700 5.213 4.82 5.29 ――― デジタル 昔利用されていた井戸

8 松島の森遊園 和歌山市松島 和歌山市公園課 125 7.191 6.482 10.0 5.0～9.0 自記紙

9 加納浄水場 和歌山市松島 和歌山市水道局 125 6.585 6.018 10.0 5.0～9.0 自記紙

10 加納 和歌山市松島 和歌山市水道局 100 6.384 6.070 15.7 4.2～15.1 自記紙

11 四箇郷北小学校 和歌山市有本 和歌山市 100 5.218 4.763 21.5 19.4～20.4 デジタル

12 四箇郷小学校 和歌山市有本 和歌山市 100 5.065 4.614 21.5 19.4～20.4 自記紙

13 有本 和歌山市有本 和歌山市水道局 100 5.124 4.900 17.5 4.2～17.05 デジタル デジタル式電気伝導度計併設

14 栗林遊園 和歌山市有本 和歌山市公園課 125 4.754 4.194 10.0 5.0～9.0 自記紙

15 紀の川中学校 和歌山市有本 和歌山市 125 4.289 3.769 10.0 8.0～9.0 自記紙

16 県道 和歌山市有本 国土交通省和歌山河川国道事務所 40 3.98 3.98 デジタル 既往資料※１の観測名は県道 No.19
採水用のポンプ併設

17 管理棟 和歌山市有本 国土交通省和歌山河川国道事務所 40 9.63 9.63 デジタル 既往資料※１の観測名は管理棟 No.20
採水用のポンプ併設

22 高水敷･堰軸 和歌山市有本 国土交通省和歌山河川国道事務所 40 4.366 5.02 14.44 デジタル 既往資料※１の観測名は高水敷 No.8

左岸

25 高水敷･上流側 和歌山市有本 国土交通省和歌山河川国道事務所 40 4.505 4.6 8.68 デジタル 既往資料※１の観測名は高水敷 No.14

51 園部１ 和歌山市園部 国土交通省和歌山河川国道事務所 125 7.682 7.112 10.0 5.0～9.0 デジタル 既往資料※2の No.は No.87
デジタル式電気伝導度計併設

52 園部 2 和歌山市園部 国土交通省和歌山河川国道事務所 100 7.658 7.112 21.0 16.0～20.0 自記紙 既往資料※2の No.は No.88

53 園部 3 和歌山市園部 国土交通省和歌山河川国道事務所 125 5.810 5.284 10.0 5.0～9.0 自記紙 既往資料※2の No.は No.89

54 市立和歌山商業 和歌山市六十谷 和歌山市 125 4.463 4.063 12.0 10.0～11.0 自記紙 既往資料※2の No.は No.20

55 有功小学校 和歌山市園部 和歌山市 125 6.281 5.667 10.0 5.0～9.0 自記紙 既往資料※2の No.は No.06

右岸

56 六十谷第二浄水場 和歌山市六十谷 和歌山市水道局 100 5.976 5.538 24.5 10.95～11.95 自記紙 既往資料※2の No.は No.19

※１：「平成 14年度 紀の川大堰関連左岸地下水観測調査業務，H15.3，和歌山航測株式会社」，
※２：「平成 14年度 地下水観測業務，H15.3，和建技術株式会社」
着色部：現地で計測した値。空欄は現地において計測できなかった値。
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c)

(1)

3ヶ月間（6/1～8/31，試験湛水前～暫定運用時）の各観測井における地下水位の観測結
果を図 4.8～図 4.9に示すとともに，地点別に観測結果をまとめたものを図 4.10～図 4.16
に示す。

これらの図より以下のことがいえる。

��左岸の「No.4船渡地区②」「No.10加納」「No.13有本」「No.16県道」「No.17管理
棟」の堤内５地点は試験湛水に伴い 0.7m～1.2m水位が上昇し，過去最高水位程度
で推移している。

��左岸の「No.22高水敷・堰軸」「No.25高水敷・堰軸」の堤外２地点では、大堰湛水
に伴い約 2m水位上昇し，湛水位程度で推移している。

��左岸のその他６地点及び右岸側の観測を行った 6地点全ての地下水は大堰湛水に伴
う上昇は見られず，ほぼ湛水前の水位で推移している。

(2)

2ヶ月間（6/1～7/31，試験湛水前～暫定運用時）の各観測井における電気伝導度の観測
結果を図 4.17～図 4.18に示す。これらの図より以下のことがいえる。
��電気伝導度については、いずれの地点においても湛水による顕著な変化は見られな

かった。
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d)

大堰湛水による地下水位および電気伝導度への影響と今後の方針について，次のように

考えられる。

��地下水位上昇の原因としては，大堰の湛水，降雨，水田への灌漑などが挙げられ，

これらの複合的な作用により変動が生じていると考えられる。

��電気伝導度については，大堰湛水に伴う顕著な変化は見られなかった。

��今後，地下水位については，非出水期に入り降雨による影響が少なくなること，非

灌漑期に入り水田の灌漑の影響が少なくなること，さらに過去 4ヶ年の地下水の最
大値が 9月にピークになっていることが多いことから，常時満水位での大堰湛水に
伴う地下水変動を評価するためには，試験湛水のため常時満水位(TP+3.6m)に上昇
させ，その後 TP+2.8mで運用してきているが，非出水期に再度貯水位を TP+3.6m
に上昇させ，引き続き地下水位を観測する必要があると考えられる。




